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１．はじめに 

 高梁川は岡山県西部に位置し，図-1に示す倉敷市船穂町で小田川と合流した後，瀬戸内海に注いでいる．高梁川

は合流点の直下流が狭窄部で蛇行地形となっており，洪水時にせき上げられて水位が上昇して氾濫の危険がある．

これを解消すべく高梁川の合流地点を下流側に付替える改修計画(図-2の赤線)が立てられており，改修後の治水効

果をあらかじめ検証しておくことは工学的に重要である．そこで，本研究は，平成 18 年 7 月 19 日頃に発生した洪

水を対象とした再現モデルを構築し，改修実施前後の両河川の流況の変化から付替えによる効果の検討を行った 1)． 

 

２．解析の概要と計算条件 2) 

2.1 解析領域の概要 

 現況河道として，高梁川は下流端を船穂水位観測所地点(6.4km)，上流端を国土交通省管理区間(23.2km)，小田川

は下流端を合流部(-1.0km)，上流端を国土交通省管理区間(23.2km)とし，高梁川 16.8km 区間，小田川 7.8km 区間を

対象に，付替え工事以前の河川状況を再現する．また，改修部以外は現況河道の条件を用い，工事実施により設置

された水路(3.4km)を加えた区間を対象に，付替え工事後の河川状況を再現する． 

2.2 解析メッシュ 

 図-3(a)と(b)に改修前後の合流部付近(高梁川 13km 地点)の解析メッシュをそれぞれ示す．メッシュ幅は 20m 程

度とし，構造物に関しては 10m 程度とした．また，改修後の水路部のメッシュ幅は 10m 程度とした． 

2.3 河床高 

 河床高の設定には，200m の定期横断測量データと国土地理院の 5m メッシュの標高データを用いた．なお、

定期横断測量データに関しては平成 23 年のものを，標高データに関しては平成 25 年のものを用いた． 

 また，高梁川では横断構造物として，水江の渡し(9.0km 付近)と笠井堰(10.8km 付近)，湛井堰(21.0km 付近)を有し，

小田川も同様に宮田堰(4.6km 付近)と八高堰(6.2km 付近)を考慮した．本解析では，これらの構造物には個別に河床

高と粗度を与えた．なお，宮田堰と八高堰は可動堰であるため，平水時は起立させ洪水時には倒伏させるという操

作を行った． 

2.4 対象洪水 

 平成 18 年 7 月 19 日に発生した洪水に関して，6:00 から同日 16:00 までの 10 時間の解析を行った．本洪水で上下

流端に与える流量と水位のハイドログラフを図-4に示す． 
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図-1 高梁川・小田川周辺地図 
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図-2 水路拡大図 
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３．解析結果 

3.1 高梁川及び小田川の縦断水位 

 図-5はピーク流量時(高梁川上流

端)の改修前後の河道における右岸

縦断水位の比較を示す．なお，紙面

の都合上，高梁川は右岸側のみとす

る．高梁川では，8.0km~15.0km付近

で水位の低下が見られ，付替えによ

る水位低減効果が認められる．また

，図-6は小田川の右岸縦断水位を示

し、小田川に関しても，4.0km付近

から水位が下がり始め下流部で大

幅な水位低減がなされており，同様

のことが言える． 

3.2 合流地点横断水位 

 図-7 にピーク流量時の合流地点

(高梁川 13.4km 地点)における横断

水位を示す．現況河道においては，

高梁川，小田川両河川とも合流によ
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る背水の影響を受け高い水位であることがわかる．改修後河道においては，小田川で大きく水位が低下しており，

高梁川でも水位低下が見られる．これにより，付替えによる多大な効果が期待できることがわかる．また，本論文

に記載はしていないが，図-１で示した酒津観測地点の水位比較において，ピーク流量時の現況河道の水位が観測値

よりも 1m 程度低い結果となった． 

 

４．結論 

 本研究では，高梁川と小田川を対象として既往の数値解析モデルを実施し，小田川合流点の付替えによる効果に

ついて検討を行った．その結果，小田川との合流部を下流側に付替えることで，高梁川，小田川両河川で水位の低

下が確認できた．しかし，上記でも述べたように酒津観測地点での結果のような予測と違う箇所も見受けられた．

原因として考えられるのが，地形の再現性が不十分であること，植生繁茂状況を考慮した詳細な粗度分布が与えら

れていなかったことなどが挙げられ，現在検討中である． 
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図-3(a) 解析メッシュ(合流部付近) 
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図-4 平成 18 年 7月洪水 ハイドログラフ 
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図-5 高梁川縦断水位(平成 18 年洪水) 

-5

0

5

10

15

20

25

6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0 18.0 20.0 22.0

水
位
(m
)

縦断距離(km)

解析値(現況)
解析値(改修後)
河床高

合流地点

(現況)
合流地点

(改修後)

 
図-6 小田川縦断水位(平成 18 年洪水) 

0

2

4

6

8

10

12

14

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

水
位

(m
)

縦断距離(km)

解析値(現況)

解析値(改修後)

河床高

 

4.0km

14.0km

18.0km

23.2km

6.4km

10.0km

-3.4km

0.0km

7.8km

13.0㎞

14.0㎞
高梁川

小田川

 
図-3(b) 解析メッシュ(合流部付近) 

(改修後河道) 

 
図-7 合流部付近横断水位(平成 18 年洪水) 
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